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教 育 目 標
１ 真理と正義を愛し、個人の尊厳と自主責任を重んずる、民主社会にふさわしい人格を育てる。
２ 健康で明るく、高い知性と情操豊かな個性の完成に努める。
３ 勤労を尊び、創造性と実行力を身につけて地域社会の要望にこたえ、産業・文化の発展に寄与する人材

を養う。

令和７年度の具体的な学校経営目標
⑴ 学校行事・「総合的な探究の時間」・学校設定教科「CP」などにおいて、生徒の主体的な活動を充実さ
せ、持続発展可能な社会を実現できる資質能力の育成を図る。

⑵ 小規模校の特性及び整備が進んだICT環境を活かし、個に応じた指導と多様な評価を充実させ、幅広い
視野を持った生徒の育成を図る。

⑶ 論理的な思考能力やコミュニケーション能力を伸長させ、特別活動や地域での活動、国際交流などの面
で、多様な他者と充実した協働体制が構築できる生徒の育成を図る。

⑷ 蒜山地域を基盤に真庭地域での多様な志望に対応することで、地域を支え地域になくてはならない学校
として厚い信頼のもと、本校地の魅力づくりを進めるとともに、教育活動を積極的に発信し、志願者の
増加に努める。
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沿 革

昭和２３年４月１日 真庭郡川上・八束・中和・二川４か村学校組
合管理による岡山県立勝山第一高等学校蒜山
分校に設置許可（設置課程学科 定時制 普
通科）

昭和２３年８月３１日 開校式挙行
昭和２４年９月１日 県立高等学校再編成により、岡山県立勝山高

等学校蒜山分校と改称
昭和２６年６月２７日 真庭郡川上・八束・中和・二川４か村学校組

合は真庭郡川上・八束・中和３か村学校組合
管理となる

昭和２７年８月１６日 校舎を上長田４番地に移転する
昭和２８年４月１日 地方教育委員会制度の実施にともない、校名

を岡山県勝山高等学校蒜山分校と改称、家庭
課程の設置を増設

昭和３３年４月１日 独立校、岡山県蒜山高等学校となる
昭和３６年５月６日 本館竣工
昭和３７年１２月１０日 理科教室竣工
昭和３８年４月１日 県営に移管され、全日制普通科となり、岡山

県立蒜山高等学校となる
１学年定員１００名、家庭科の生徒募集は停止

昭和４２年４月１日 １学年定員９５名となる
昭和４２年７月１日 県営移管条件による教員住宅３戸竣工
昭和４３年３月３１日 同じく独身寮（定員７名）竣工
昭和４３年４月１日 １学年定員９０名となる
昭和４３年５月２日 創立２０周年記念式典挙行、記念事業として

PTA・同窓会により正門及び通用門が建設
される

昭和４３年５月３０日 県営移管条件による旧八束中学校地１６，０３８㎡
の寄付受納

昭和４３年１２月１４日 同校地上の体育館、家庭科教室（食物・被服）
の寄付受納

昭和４５年４月１日 １学年定員８０名となる
昭和４６年４月１日 １学年定員７０名となる

昭和４７年３月３０日 体育館竣工
昭和５０年４月１日 １学年定員６５名となる
昭和５１年４月１日 １学年定員７０名となる
昭和５２年９月１９日 新校舎第１期工事竣工（理科・普通教室・家

庭科教室）
昭和５３年８月３１日 新校舎第２期工事竣工（管理等・渡り廊下）
昭和５４年２月１５日 新校舎第３期工事竣工（図書・購買・普通教

室）
昭和５４年９月２０日 創立３０周年記念および新校舎落成記念式挙行
昭和５５年４月１日 １学年定員６５名となる
昭和５６年４月１日 １学年定員５０名となる
昭和５８年１２月１５日 体育部室竣工
昭和５９年４月１日 １学年定員６５名となる
昭和６０年４月１日 １学年定員５０名となる
昭和６１年４月１日 １学年定員５５名となる
昭和６２年１月１３日 体育館ステージ増築工事竣工
平成元年４月１日 １学年定員６０名となる
平成２年１月３１日 蒜山地区教職員住宅（２棟１２戸）竣工
平成２年４月１日 １学年定員６５名となる
平成３年４月１日 １学年定員６０名となる
平成７年４月１日 １学年定員６５名となる
平成８年４月１日 １学年定員６０名となる
平成９年４月１５日 武道場竣工
平成１０年１０月８日 創立５０周年記念式典挙行、記念事業として同

窓会・後援会・PTAによりトレーニング
ルームが設備される

平成１３年３月１５日 倉庫新設（１Ｆピロティー部分へ新設）
平成１３年４月１日 連携型中高一貫教育開始
平成１４年４月１日 学校評議員制度導入
平成１７年３月７日 生徒会室（プレハブ）の寄付受納
平成２０年１０月８日 創立６０周年記念式典挙行
平成２７年３月３日 岡山県立蒜山高等学校閉校記念式挙行
平成２７年３月３１日 岡山県立蒜山高等学校閉校

平成２４年６月５日 岡山県立勝山高等学校蒜山校地開校準備委員会事務局開所式
平成２５年１月７日 岡山県立勝山高等学校蒜山校地発足の式
平成２５年４月１日 １学年定員４０名となる
平成２５年４月９日 岡山県立勝山高等学校蒜山校地開設記念式挙行
平成２６年４月１日 寄宿舎「白雲寮」が県営となる
平成３０年９月６日 創立７０周年記念式典挙行
平成３１年４月１日 平成３１年度入学者選抜から全国募集実施
令和７年４月１日 寄宿舎「白雲寮」を真庭市学習交流センター内に移設

歴 代 校 長

岡山県立勝山第一高等学校蒜山分校・岡山県立勝山高等学校蒜山分校・岡山県勝山高等学校蒜山分校
岡山県蒜山高等学校・岡山県立蒜山高等学校

岡山県立勝山高等学校蒜山校地

勝 山 高 校 蒜 山 分 校 ９ 福 島 了 也 ６３．４～平４．３
初 代 森 寿 郎 昭２３．６～ ２３．９ １０ 大田原 啓 介 平４．４～ ７．３
２ 福 原 勉 之 ２３．９～ ２４．９ １１ 徳 永 正 和 ７．４～ ９．３
３ 難 波 磊 二 ２４．９～ ２８．３ １２ 安 東 達 郎 ９．４～ １１．３
４ 植 田 重 ２８．４～ ３０．３ １３ 松 岡 進 １１．４～ １３．３
５ 木 口 健 蔵 ３０．４～ ３３．３ １４ 甲 田 春 男 １３．４～ １５．３

蒜 山 高 校 １５ 馬 野 篤 司 １５．４～ １９．３
初 代 船 越 重 雄 昭３３．４～ ４０．４ １６ 鳥 取 哲 郎 １９．４～ ２２．３
２ 内 田 俊 策 ４０．５～ ４２．３ １７ 猪 木 晴 二 ２２．４～ ２５．３
３ 赤 座 喜 起 ４２．４～ ４７．３ １８ 神 田 裕 子 ２５．４～ ２７．３
４ 苅 谷 耕 三 ４７．４～ ５０．３ 勝 山 高 校 蒜 山 校 地
５ 佐 藤 米 司 ５０．４～ ５２．３ 初 代 神 田 裕 子 平２５．４～ ３０．３
６ 友 廣 公 布 ５２．４～ ５７．３ ２ 影 山 勝 己 ３０．４～令３．３
７ 小 原 佳 男 ５７．４～ ６１．３ ３ 池 田 浩 規 令３．４～令７．３
８ 安 東 靖 雄 ６１．４～ ６３．３ ４ 瀬 島 美 穂 令７．４～

３



職員会議

校　　長

副 校 長

事 務 長

教務進路課

生徒活動課

探究情報課

事 務 室

交 通 指 導 係

教 務 係

時 間 割 係
進 学 係
就 職 係
P T A 係

Google Workspace for Education 係

特 別 活 動 係
相 談 保 健 係
安 全 整 備 係

探 究 係
広 報 係

地 域 未 来 留 学 係
図 書 係

生 活 指 導 係
奨 学 金 係

連 携 実 践 係

教 育 課 程 委 員 会
運 営 委 員 会

中高一貫教育推進委員会

学 校 保 健 委 員 会
性 教 育 委 員 会

庶 務 係

庶 務
会 計

管 財

人権・道徳教育委員会

学校徴収金等検討委員会
教科用図書選定委員会

いじめ対策委員会
特 別 支 援 委 員 会

調査書作成委員会
防 災 委 員 会

式 典 係
寄 宿 舎 係

県外派遣審議委員会
寄宿舎運営委員会

アレルギー対策委員会

職 員（令和７年５月１日現在）

職 員 数
職名

人員

教 員 事 務 職 員 そ の 他
合計

校長 副校長 指導教諭
指導
教諭
（兼務）

教諭 養護
教諭

講師
（兼務）

非常勤
講 師 計 事務長 総 括

副参事 主事
校 務
技術員

事 務
補助員 計 SSW 学校医 学 校

歯科医
学 校
薬剤師 計

現員 １ １ １ １ ７ １ １ ８ ２１ １ １ ２ １ １ ６ １ ２ １ １ ５ ３２

学校運営組織図
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生徒の状況（令和７年５月１日現在）
設置学科及び生徒数

出身中学校別生徒数

通 学 状 況

学 科 学 年 １ 年 ２ 年 ３ 年 計

普

通

科

定 員 ４０ ４０ ４０ １２０

男 １５ ５ １３ ３３

女 １５ １２ ９ ３６

計 ３０ １７ ２２ ６９

学 年 性 別 蒜 山 中 他 県 内 県 外 計 合 計

１
男 ２ ７ ６ １５

３０
女 ６ ７ ２ １５

２
男 ２ ３ ０ ５

１７
女 ２ ９ １ １２

３
男 ６ ７ ０ １３

２２
女 ７ １ １ ９

合 計 ２５ ３４ １０ ６９ ６９

通 学 方 法 学 年 ～３０分 ３１～６０分 ６１分～ 計 合 計

徒 歩

１ ２０ ０ ０ ２０

２３２ １ ０ ０ １

３ ２ ０ ０ ２

自 転 車

１ １ １ ０ ２

１４２ ３ ０ ０ ３

３ ７ ２ ０ ９

原 付

１ ０ ０ ０ ０

０２ ０ ０ ０ ０

３ ０ ０ ０ ０

バ ス

１ ０ ５ １ ６

１８２ ０ ７ ０ ７

３ １ ０ ４ ５

そ の 他

１ ２ ０ ０ ２

１４２ ３ ３ ０ ６

３ ５ １ ０ ６

合 計 ４５ １９ ５ ６９ ６９

６



運
動
部
・
同
好
会
文
化
部

監 査 委 員 会

選挙管理委員会

H R 委 員 会

図 書 委 員 会

保 健 委 員 会

体育交通委員会

部活動委員会

評
議
員
会

執
行
委
員
会

職
員
会
議

顧

問

総

会

校

長

ホ ー ム ル ー ム

ウインタースポーツ部

蒜 山 A B C 部

バドミントン部
卓 球 部

ダ ン ス 同 好 会
バスケットボール同好会

卒 業 生 数

過去３年間の就職・進学状況

生徒会組織図

職 業

年 度

進 学 就 職
そ

の

他

合

計

大

学

短

大

専
修
学
校
等

計

蒜

山

地

区

真

庭

市

内

津
山
・
美
作
地
区

県

内

県

外

計

令和４年度 3 1 0 4 1 ０ ０ ０ １ 2 １ 7

令和５年度 2 0 4 ６ 1 ０ ０ １ 2 ４ 2 １２

令和６年度 ９ ２ ９ ２０ ２ ０ ０ １ ２ ５ ２ ２７

年
度

Ｓ
２４～４７ ４８ ４９ ５０ ５１ ５２ ５３ ５４ ５５ ５６ ５７ ５８ ５９ ６０ ６１ ６２ ６３

Ｈ
元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

男 ７５７ ２２ ３７ ２５ ３１ ２７ ２６ ３０ ２４ ２６ ２５ ２８ １８ １１ ２４ ３１ ２６ ２０ １６ ２２ ３０ １１ ３６ ２７ ３７ ３０ ２４

女 ６７２ ４７ ３１ ４５ ３４ ３７ ３９ ３１ ３３ ３９ ２２ ２１ ２５ ２６ ３４ ２０ ２５ ３４ ２６ ３５ ２７ １８ １８ １８ １９ ３３ ２７

計 １，４２９ ６９ ６８ ７０ ６５ ６４ ６５ ６１ ５７ ６５ ４７ ４９ ４３ ３７ ５８ ５１ ５１ ５４ ４２ ５７ ５７ ２９ ５４ ４５ ５６ ６３ ５１

年
度 １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

Ｒ
元 ２ ３ ４ ５ ６ 計

男 １９ ２２ ３３ ２４ ２７ ２０ ２１ １６ １７ １７ １７ １３ １３ １６ １７ １４ ３ １３ ５ ６ ５ ４ １３ ５ ７ １１ １，７９９

女 ２４ ３３ ２２ ２２ ２４ ２８ ２２ １１ １５ １４ １６ １２ ７ １５ ６ １１ ４ ６ ８ １３ １０ １３ ９ ２ ５ １６ １，８０４

計 ４３ ５５ ５５ ４６ ５１ ４８ ４３ ２７ ３２ ３１ ３３ ２５ ２０ ３１ ２３ ２５ ７ １９ １３ １９ １５ １７ ２２ ７ １２ ２７ ３，６０３

７



教育課程編成表

教
科 科 目 標 準

単位数

１年次 ２ 年 次 ３ 年 次

全 総合進学 地域創造 総合進学 地域創造
人文系 社会系 A系 B系 人文系 社会系

国

語

現 代 の 国 語 ２ ２
言 語 文 化 ２ ３
論 理 国 語 ４ ２ ２
文 学 国 語 ４ ２ ２
古 典 探 究 ４ ２ ２

地

歴

地 理 総 合 ２ ２
歴 史 総 合 ２ ２
日 本 史 探 究 ３ ３ ３
世 界 史 探 究 ３ ２

公民 公 共 ２ ２

数
学

数 学 Ⅰ ３ ４
数 学 Ⅱ ４ ２ ２ ３ ２
数 学 Ａ ２ ２

理
科

科 学 と 人 間 生 活 ２ ２
化 学 基 礎 ２ ２
生 物 基 礎 ２ ２ ２

保
体

体 育 ７～８ ３ ２ ３
保 健 ２ １ １

芸
術

音 楽 Ⅰ ２ △２
美 術 Ⅰ ２ △２

外
国
語

英語コミュニケーションⅠ ３ ４
英語コミュニケーションⅡ ４ ２ ２
論 理 ・ 表 現 Ⅰ ２ ３ ２
論 理 ・ 表 現 Ⅱ ２ ４ ３

家庭 家 庭 基 礎 ２ ２
情報 情 報 Ⅰ ２ ２

CP
（※）

Ｃ Ｐ Ⅰ １ １
Ｃ Ｐ Ⅱ ３ ３
Ｃ Ｐ Ⅲ ３ ３
プ レ ゼ ン 基 礎 ２ ２
プ レ ゼ ン 実 践 ２ ２

共 通 科 目 単 位 数 計 ３０ ３０ ２４ ２４ ３０ ２７ ２０ ２０

商

業

マ ー ケ テ ィ ン グ ２～４ ３
ビ ジ ネ ス 法 規 ２～４ ２
簿 記 ２～４ ４
情 報 処 理 ２～４ ２ ２

家

庭

保 育 基 礎 ２～６ ２
生 活 と 福 祉 ２～４ ２
ファッション造形基礎 ２～６ ２ ２
フ ー ド デ ザ イ ン ２～６ ２ ３

体育 ス ポ ー ツ Ⅵ ３～４ ３
専 門 科 目 単 位 数 計 ０ ０ ６ ６ ０ ３ １０ １０
特 別 活 動（ホームルーム活動時数） １ １ １
総 合 的 な 探 究 の 時 間 １ １ １
自 立 支 援 １ １ １
週 当 た り 授 業 時 間 数 合 計 ３２～３３ ３２～３３ ３２～３３

△のどちらか
を選択

（※）生徒の主体的な活動を充実させ、持続発展可能な社会を実現できる資質・能力の育成をめざす学校設定科目「Community building Project」の略称

８



（令和７年５月１日現在）

学 校 行 事

施設の概要
敷 地 面 積
区 分 校 舎 敷 地 運 動 場 教職員住宅・その他 計

面 積 １０，３５０㎡ １７，１３５㎡ ４，９１８㎡ ３２，４０３㎡

校舎等延面積
区 分 校 舎 体 育 館 武 道 場 雑 建 物 教職員住宅 計

面 積 ３，３８９㎡ ８１５㎡ ５０３㎡ ２０８㎡ ５６２㎡ ５，４７７㎡

学期 月 事 項

一

学

期

４

始業式

入学式・入舎式

身体計測

新入生研修

―

５

耳鼻科検診

春季球技大会

胸部Ｘ線、心電図検査

美作地区高校総合体育大会

内科検診

中間考査

生徒総会

６

公開授業週間

中高連携学校説明会兼
オープンスクール

―

７

期末考査

CPⅠ実習（１年）

終業式

三者懇談

CPⅠ、Ⅲ成果発表会
蒜山ミライ会議

夏期休業

学期 月 事 項

二

学

期

８ 始業式

９

三座祭（文化の部・体育の部）

生徒会役員選挙

ウォーキング大会

１０
修学旅行（２年）

中間考査

１１
秋季球技大会

公開授業週間

１２

期末考査

終業式

保護者懇談

冬期休業

三

学

期

１

始業式

学年末考査（３年）

CPⅡ成果発表会
ミニ蒜山ミライ会議

ウインタースポーツ体験会

２ 学年末考査（１・２年）

３

卒業式

終業式

春期休業

９



中和地域

湯原IC

上蒜山
中蒜山 下蒜山

蒜山IC

川上地域
八束地域

鳥　　　　取　　　　県

湯原地域

岡　　　　山　　　　県

至久世至津山至新見

至米子

至倉吉

至倉吉

米
子
自

動車道

中国勝山駅

文

湯原ダム

岡山県立勝山高等学校 蒜山校地

N

N

連携型中高一貫教育
連携型中高一貫教育は平成１２年４月中高一貫教育推進校（文部省委嘱事業）として蒜山教育事務組合立蒜

山中学校、中和村立中和中学校、県立蒜山高等学校の３校で実践研究後、平成１３年３月中高一貫教育の実施
に関する協定書を県教育委員会、蒜山教育事務組合教育委員会、中和村教育委員会において締結し、平成１３
年４月から連携型中高一貫教育校として始まった。
市町村合併・高等学校再編整備・入試制度改革・少子高齢化等様々な要因がある中、改めて平成２５年３月

中高一貫教育の協定書を県教育委員会、真庭市教育委員会において再締結した。

学校配置図

学校の位置及び主な通学区域
◦本校地は、姫新線中国勝山駅から旭川沿いに約４０㎞北上し
た蒜山高原にあり、勝山駅から真庭市コミュニティバスの
蒜山高原行きを利用し、蒜山振興局停留所で下車すれば、
北方高台の松林の中にある。
所要時間 中国勝山駅から約１時間

◦本校地は全県学区であるが、主たる通学区域は真庭市北部
の川上・八束・中和・湯原の４地域である。

白 雲 寮
◦真庭市学習交流センター「三座館」内
◦定員 ２０名（すべて個室、男女数可変）
◦学校に隣接

１０


